
項　目 目　標　等 達成状況 達成度 今後の課題・取組予定

１　採用に関する目標 令和３年度の法定雇用率2.6％の達成 本区の雇用率　2.73％（令和３年６月１日時点）

【参考】

昨年度雇用率　2.57%（令和２年６月１日時点）

〇

今後も計画的に障害者の採用を行い、本区の

更なる雇用率の向上を図る必要がある。

２　定着に関する目標 採用後１年間の定着率100%の達成 令和３年度採用の障害者雇用の職員　100％

（令和４年４月１日現在）

【参考】

令和２年度採用の障害者雇用の職員　100％

〇

退職までには至らないが、病気休暇・休職者

が存在するため、障害特性や本人の希望等に

応じて無理なく安定的に働ける職場づくりが

必要である。

３　満足度に関する目標 毎年度実施する「職場等の満足度に関す

るアンケート調査」において、「区役所

に就職し、現在働いていることの全体評

価」の「満足」及び「やや満足」の割合

を前年度以上とする。

　令和３年７月実施のアンケート調査（※）では、「満足」

及び「やや満足」を合わせ81.3%（前回は87.5%）となり、

満足度の割合が減少した。特に「業務量」や「周囲の理解」

に対する項目で減少が顕著であった。一方で、「作業環境」

や「相談体制等の職場環境」に対する項目では、満足度の割

合が増加した。

　なお、同年４月及び６月には障害者雇用への理解促進を目

的として、「障害者雇用研修」を管理職及び一般職員向けに

実施した。

※　各年度４月時点に在籍している障害を有する職員を対象

　とし、実施する。

×

アンケート結果を分析し、満足度を向上させ

るための改善策の検討が必要となる。

次回は、令和４年４月時点で在籍している障

害を有する職員（新規採用職員を除く。）に

対し、アンケート調査を継続して実施予定で

ある。

４　障害者の活躍を推進す

   る体制整備

①障害者雇用推進者の選任

②障害者雇用推進チームの設置

③障害者職業生活相談員の選任等

①令和２年４月に次の者を障害者雇用推進者に選任した。

区長部局：職員課長

教育委員会：庶務課長

②令和２年６月に障害者雇用推進チームを設置した。

③令和２年４月に障害者職業生活相談を選任したほか、同年

１２月に選任予定の者が障害者職業生活相談員資格認定講習

を受講した。

令和３年度についても、上記の体制を整備した。

〇

引き続き、障害者の活躍を推進する体制整備

を進めるとともに、より実効性のある体制と

なるよう努める必要がある。

令和３年度墨田区障害者活躍推進計画に係る目標達成状況及び取組の実施状況



項　目 目　標　等 達成状況 達成度 今後の課題・取組予定

５　障害者の活躍を推進す

　るための環境整備・人事

　管理

【環境整備】

障害を有する職員を含む全ての人が利用

しやすい庁舎を目指し、環境を整備す

る。

【募集】

職員採用説明会や職員採用パンフレット

等において、障害者雇用の取組を積極的

に周知する。

【採用】

特別区統一採用選考による常勤職員の採

用、区独自の会計年度任用職員の採用に

より、計画的な障害者採用を行う。

【環境整備】

庁舎エレベーターについて改修を行い、視覚的又は設置場所

の観点から全ての人が利用しやすい仕様の操作ボタンに変更

している。

【募集】

職員採用パンフレット（墨田区職員採用案内-2022-）にお

いて、障害者の雇用及び活躍の推進について掲載した。

【採用】

令和３年４月に特別区統一採用選考による常勤職員の採用

を、同年６月に会計年度任用職員（オフィスサポーター）の

採用を実施した。

〇

募集や採用に当たり、引き続き、積極的な周

知を図るとともに、計画的な障害者採用を行

う必要があるほか、障害を有する職員が利用

しやすい職務環境の整備を図っていく必要が

ある。


